
ワークシート 〈日本の原始時代〉

縄文時代 弥生時代

名称（使用目的） 名称（使用目的）

土
器

道
具

食
べ
物

弥生時代復元住居

●住居について
　竪穴住居。どんぐりの保存。
　農具がある。
●道具について
　きねとうす。
　くわ。

●食べていたもの
　どんぐりや穀物類。

どんぐりや魚介類なども依然として食べられていたが、稲作が伝わり米を食べるようになった。
稲作をするにあたり、食生活の幅が広がり、より安定していくと共に、集団で定住するようになった。

魚介類
どんぐりなど木の実

魚介類
どんぐりなど木の実

米・麦など穀物

・名称（　　　鉄斧　　　）
・使用目的　　武器として使用。

・名称（　　　くわ　　　）
・使用目的　　田を耕す。

・名称（　  きねとうす  　）
・使用目的　　脱穀に使用。

・名称（　　　石器　　　）
・使用目的
  狩りをするため。

・名称（　　落とし穴　　）
・使用目的
  小動物を捕獲する。

・名称（　　縄文土器　　）
・使用目的
  どんぐりなどの貯蔵に使用。

・名称（　　弥生土器　　）
・使用目的
　用途によって使い分ける。
　貯蔵や煮沸、食物を盛るなど。

（１）　展示品や映像から使っていた道具や土器、食べていたものなどを調べ、まとめよう。
２　縄文時代との違いについて考えよう。

弥生時代の人々は、どのような生活を送っていただろうか。復元住居から調べてみよう。
１　大陸からわたってきた稲作民のくらしについて調べよう。

（２）　１と２の（１）より弥生時代の生活の特色を、縄文時代と比べながらまとめよう。
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